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■No.1■【指数データ】景況感指数 

タイ中央銀行（BOT）は、3月のビジネス景況感指数（BSI）を発表した。下グラフは、

BSIの構成要素である「生産」、「雇用」、「投資」、「生産コスト」となる。（50＝前

月から変化なし） 

3月の上記項目BSIはすべて前月割れとなった。特に生産コストは前月比で約5ポイント悪

化し、最も大きな下落要因となった。要因として、原油価格の高騰で、ポリプロピレン

樹脂などの価格が高騰したことや、物資の輸送費用も増加したことが挙げられる。一

方、生産、雇用、投資などに関しては微減にとどまり、50の閾値を維持している状況と

なっている。とは言え、4月時点でこの状況は改善されているわけではなく引き続き悪化

傾向にあると思われ、4月のＢＳＩでは更なる悪化に向かうと推測される。 

 

出所：https://www.bot.or.th/ 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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■No.2■【指数データ】地方経済指数 

タイ財務省財政局は、3月の地域経済指数(RSI)を発表した。5項目は100を最高点とし

て、50以下を悪くなった、50以上を良くなったとしている。 

3月のRSIは、EECが全体のトップとなり、東部、北部、中部、南部、東北部、西部、最後

にバンコク・周辺となった。EECや東部では、サービスセクターが全体的に高い値を示し

ている。とは言え、前月比ではすべての地域で指数がマイナスとなっており、特に産業

セクターでの落ち込みが大きい。要因は言うまでもなく、イラン戦争の余波で原油やプ

ラスチック製品の原料が輸入困難になっていることで、製造コストが上昇し、生産が難

しくなっていることが挙げられる。一方、東北部の農業セクターは７４ポイントと高

く、農業産品は需要が高い結果となった。 

 

出所：https://www.fpo.go.th/ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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■No.3■【調査データ】ビジネス上の障害アンケート 

タイ中央銀行（BOT）は、３月のビジネス上の障害に関するアンケート調査結果を発表し

た。これは、タイの中大企業６４９社に対して行ったもので、59.1％の回答率となっ

た。 

3月の調査結果で、最も障害の割合が高かったものは「高生産コスト」となった。次に

「経済の不安定さ」、「価格調整の難しさ」となった。一方、「国内消費の減退」と

「国内競争の激化」は大きく割合を減らす結果となった。高生産コストの上昇は、既に

周知の通りで、イラン戦争の影響に於ける原油高に関わるものであり、経済の不安定さ

に関しても、いつこの戦争が終結し原油の輸送が再開されるかが未定である状況で、先

行きの不安を感じていることが挙げられる。一方、国内消費は、コメや食用油などの需

要が増加していると言う。 

  

出所： https://www.bot.or.th/ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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